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○委員長（鈴木庄市） 

それでは、早速、審査に入ります。  

本委員会に付託されました議案第２５号、平成２５年度開成町一般会計予算につ

いてを議題といたします。  

最初に、平成２５年度当初予算提案趣旨説明を町長に求めます。  

町長。 

○町長（府川裕一） 

それでは、提案に対して趣旨説明をさせていただきます。 

平成２５年度開成町当初予算の提案にあたり、町を取り巻く状況の認識と町政運

営に対する所信及び施策の概要を説明していきたいと思います。  

平成２５年度の日本の景気は、当面は弱さが残るものの、再び景気回復へ向かう

ことが期待されております。政府は、日本経済を大胆に再生するため、大震災から

の復興を前進させるとともに、「成長と富の創出の好循環」へと転換し、「強い経

済」を取り戻すことに全力で取り組むとしております。この方針のもと、緊急財政

対策に伴う公共投資、円安を通じた輸出環境の改善、消費税の増税を控えての駆け

込み需要が想定されることなどにより景気の回復が期待されております。しかしな

がら、海外景気の下振れが引き続き景気を下押しするリスクとなっており、雇用・

所得環境の先行き、デフレの影響等にも注意が必要な状況であります。  

県内においては、景気は下げ止まりつつあります。県内企業の生産は下げ止まり

つつあり、輸出についても引き続き減尐しているものの、そのペースは穏やかにな

ってきております。設備投資については、持ち直している半面、雇用・家計所得環

境に弱めの動きがみられ、個人消費は横ばいの動きとなっております。開成町にお

いても、このような経済情勢により大きな税収増が期待できない中での予算編成と

なりました。 

平成２５年度は、第五次開成町総合計画のスタートの年となります。計画期間で

ある１２年間を見据えて、中・長期的な視点に立った計画的な行財政運営を行うこ

とを基本に財源を確保いたしました。財政状況の変化、将来の財政負担や健全性の

確保を考慮し、町民生活に関わる課題に対して的確な対応をしながら、未来を担う

子どもたちを健やかに育むための教育環境の整備、将来のまちの発展を担う大規模

事業への投資、町民との協働を進める事業の実施など、総合計画のスタートの年と

して未来を見据えた育み予算としております。  

一般会計の総額は５０億７，３５１万１，０００円で、前年度に比べマイナス０．

８％、４，１７８万６，０００円の減となりました。歳入では、町税が２６億８８

万８，０００円で対前年度伸び率０．６％、１，５８４万２，０００円の増となり、

歳入総額の５１．３％を占めています。内訳としましては、個人町民税は２，２５

４万６，０００円の減で９億７，２０４万円です。国の政策転換はあるものの、長

引く経済不況、雇用不安など先行きが不透明なことから、課税標準額の低下が見込

まれるため減収としております。  
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法人町民税は、主要法人の経営状況が前年度並みとなることが予想されることか

ら、前年度程度の１億３，４９３万円の歳入を見込んでいます。また、固定資産税

は、前年度の評価替えに伴う影響が尐なかったことなどから、２，４０６万５，０

００円の増で１３億６，６３８万円であります。  

国庫支出金は６，６６２万円の減で、５億２，１８５万７，０００円としました。

そのうち、社会資本整備総合交付金などの土木費国庫補助金は６，３２３万４，０

００円を見込んでいます。  

県支出金は１８２万６，０００円の増で３億１，２６０万５，０００円とし、神

奈川県緊急財政対策が示される中、前年度程度を見込んでおります。  

繰入金は４，４９１万９，０００円の増で、１億５，１３２万２，０００円を計

上いたしました。主な内訳としては、開成小学校大規模改修工事の財源として学校

校舎等整備基金から４，５００万円を取り崩します。また、計画的な投資的事業を

継続するため、財政調整基金から１億円を取り崩し繰り入れます。  

町債は１億１，６００万円の減で、５億５，９６０万円としています。内訳とし

ては、地方交付税と密接に関連する臨時財政対策債が３，０００万円の減で３億２，

０００万円、大型普通建設事業の実施に有効な財源として、南部地区土地区画整理

事業支援債などの土木費が１億９，６２０万円の減で７，５４０万円、開成小学校

大規模改修工事に充当する教育債が４，６００万円の増で１億円です。  

地方交付税は、平成２４年度に引き続き普通交付税交付団体となり、特別交付税

を加えた地方交付税全体では３億円の交付を見込んでいます。  

歳出では、優先度を見極めた施策の選択を行うとともに、中長期的な視点に立っ

た計画的な行財政運営を行うことを基本に、既存の事務事業の見直し、経費の節減、

不急の事業の縮小など整理統合に努めました。 

目的別では、議会費は、地方議会議員年金制度の廃止に伴う給付費負担金の算定

率の変更や前年度に臨時的に議場音響設備改修工事を行ったことにより、８２５万

４，０００円の減で１億９３万４，０００円です。  

民生費は、児童手当関係費、小児医療費助成事業、国民健康保険特別会計への繰

出金、後期高齢者医療広域連合負担金及び開成町社会福祉協議会補助金などについ

ては前年度と大きな増減はありませんが、開成町社会福祉会館の空調機器更新工事

を実施するため、７，５９６万８，０００円の増で１５億８，１１６万円でありま

す。 

がん検診をはじめとする各種検診や予防接種の委託料、ごみ収集・運搬・処理委

託料など衛生費は、開成町グリーンリサイクルセンターの熟成槽工事を実施するた

め、４，３１９万９，０００円の増で４億６，２３５万２，０００円です。  

土木費は、南部地区土地区画整理事業の支援や松ノ木河原公園、中家村公園整備

事業に積極的に予算を配分しながら、前年度実施した４号調整池築造工事などの工

事が完了することに伴い、土木費全体では２億４，６６０万円の大幅な減で７億１，

８５１万７，０００円です。  
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災害対策事業費、情報伝達体制強化事業費、地域防災力強化事業費などの消防費

は、情報伝達体制の強化としての防災ラジオ購入費等により、６２０万２，０００

円の増で２億６，４４６万９，０００円です。また、足柄消防組合の小田原市消防

本部への統合に伴い、事務の委託先である小田原市に応分の負担をいたします。  

教育費については、開成小学校大規模改修工事をはじめとする学校施設整備事業、

子どもたちの国際理解教育や学力向上のための予算を確保し、４，１７１万円の増

で６億６，６０８万６，０００円です。  

性質別では、人件費は１，１９３万５，０００円の減で８億８，４１２万２，０

００円です。これは、地域手当の削減などによる人件費削減策によるものでありま

す。 

物件費は９１５万９，０００円の減で７億５，８１７万６，０００円ですが、こ

れは、前年度にふるさと雇用再生特別基金事業及び緊急雇用創出事業の活用などに

より委託費等があったことによるものであります。  

扶助費は、小児医療費の増などにより５０３万２，０００円の増で、９億６１８

万円であります。 

普通建設事業費については、南部地区土地区画整理事業関連の支援事業負担金、

公園整備事業及び開成小学校大規模改修工事など大型事業を実施していますが、幾

つかの大規模工事が完了したことに伴い１億１，７５１万円の減で６億４，８８０

万円です。 

特別会計においては、国民健康保険特別会計が７，６１７万７，０００円の増と

し、１５億５，９６３万７，０００円です。療養給付費が大幅に伸びていることや

高額療養費の増、後期高齢者支援金の増などによるものであります。  

下水道事業特別会計は、酒匂川流域下水道管理事業費負担金の増に伴うもので１，

１９５万３，０００円の増とし、６億７，１４３万円であります。  

介護保険事業特別会計は、要介護者の増などから介護サービス事業費が増えるこ

となどが見込まれ、２，５０１万円の増とし７億８，５１８万４，０００円です。 

後期高齢者医療事業特別会計は、医療費の増加に伴い広域連合への負担金が増と

なったことにより１，０３１万円の増とし、１億５，４６６万１，０００円です。 

その他、給食事業特別会計を合わせた五つの特別会計の総予算額は、１億２，４

５４万円の増で３２億５，５８９万３，０００円であります。  

それでは、平成２５年度予算事業の概要について、第五次総合計画の八つの基本

政策に沿って申し上げます。  

第１章、町民主体の自治と協働を進めるまち。  

防犯、防災、福祉、教育などの各分野で多様化する町民ニーズに対応し、町民同

士の共助を大切にした町民主体の自治を進めるため、これまで以上に町民、企業な

どの多様な担い手との協働によるまちづくりを進める必要があります。本年度も引

き続き、自治会活動の活性化に向けた自治会交付金による財政支援などを行います。

また、自治会活動の拠点となる地域集会施設を計画的に改修し、地域活動の活性化
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を図ります。 

新たな事業として、地域の人材育成を目的としたリーダー研修会の開催や、協働

推進委員会を設置し、協働のあり方や協働を具体化する取り組み方法等を検討し

「開成町協働推進計画」を策定するなど、協働によるまちづくりを進めていきます。 

第２章、未来を担う子どもたちを育むまち。  

次世代の社会を担う子どもを安心して生み育てる環境づくりのために、子育て支

援を推進してゆくことが重要です。安心して出産、子育てができるように、定期的

な健康診査や育児不安の軽減を図るために健康教育、健康相談、家庭訪問等を行い

ます。本年度から未熟児の訪問指導を町が実施し、一貫した母子保健サービスを提

供し子どもの健やかな成長をめざします。また、子育てに関する不安や悩みを解消

できるように講習会等を実施しながら、子育て親子の交流や情報交換の場を提供し、

子育て環境の充実のため、小児救急法、家庭看護、子育てについての講演会を実施

いたします。 

その他、子育て支援として、児童福祉施設において、子育て全般に関する専門的

な支援を行う「子育て支援センター」の支援を行います。新たに、地域で子どもの

預かり等の援助をする人と援助を受けたい人からなる組織を作り、相互の援助活動

の調整等を行うファミリーサポートセンターの開設準備を進めます。  

幼児期の教育では、核家族化や雇用形態の変化などを背景に子どもが親や家族と

接する時間が減尐しているため、家庭の教育力の補完的役割が求められており、の

びのび子育てルームを開催し、３歳児の健やかな成長支援や保護者の子育ての喜び

と共感が持てる仲間づくりを進めていきます。  

就学期の教育では、学校、家庭、地域が相互に連携し、豊かな心、健やかな体を

バランスよく育めるような環境が求められております。また、子どもの思考力、判

断力、表現力を育成することや、国際化や情報化の進展に対応し教育環境の充実を

図る必要があります。これら教育環境の充実に対しては、放課後子ども教室を開催

し放課後の児童の安全で安心な活動拠点を設け、遊びや学びを通じて児童の健全育

成を図ります。また、学力向上を図るため、指導力があり、意欲のある人材を学校

現場に派遣し、授業サポートや補習授業等を実施いたします。その他、外国人講師

を幼・小・中に派遣し、英語教育の充実と国際理解教育の向上を図ります。  

施設環境の整備としては、開成小学校大規模改修第３期工事を行い、子どもたち

の教育環境の充実を図ります。  

第３章、健康を育み町民がいきいきと暮らせるまち。  

近年、心疾患、脳血管疾患、糖尿病などの生活習慣病を原因とする死亡者や要介

護者が増加をしております。開成町では、平成２４年に「開成町健康増進計画」を

策定し、町民の健康づくりを推進しています。生活習慣病の予防やメタボリックシ

ンドロームに着目した特定健康診査や特定保健指導の充実を図り、町民が食を通じ

て健康で心身ともに豊かな人間性を育むことを目指して、親子や若い世代への食育

事業を実施いたします。 
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新たな施策として、スポーツの得意・不得意、男女、年齢にかかわりなく、地域

の誰でもが継続的にスポーツに親しむことができるよう、総合型地域スポーツクラ

ブ設立の準備を進めます。町民が各自適した運動の機会を得ることで、健康で長生

きできる町をめざします。 

施設の整備事業として、建設から１８年経過している開成町福祉会館の老朽化し

た空調機器の更新工事を実施いたします。  

第４章、安全で安心して暮らせるまち。  

切迫性が指摘されている地震や近年多発している水害などの災害に対し、防災減

災体制の強化が必要であり、町内１３の自治会の自主防災会と連携し防災体制の強

化を図ります。 

新たに、防災力の強化策として、災害時に指揮をとれる地域の防災リーダーの育

成を主体とした災害講座を開催いたします。また、情報伝達手段の強化策として防

災ラジオを導入し、町民等への普及を図ります。その他、災害時の対応策の一つと

して、災害時要援護者の受け入れについて民間福祉施設の事業者と福祉避難所とし

ての協定を締結いたします。減災対策としては、ブロック塀倒壊予防のため、ブロ

ック塀の除去工事費用に対し補助を行います。  

防犯対策においては、町民が安全で安心して暮らせるよう防犯体制の強化を進め

る必要があり、地元有志で構成される安全サポーターによる防犯パトロールなどが

実施されておりますが、防犯灯の設置などを実施するほか、地域と連携した防犯体

制を強化していきます。 

交通安全対策としては、小学生のころから交通ルールを覚え正しい自転車の乗り

方を習得できるよう、子ども自転車運転免許講習を引き続き実施いたします。  

第５章、自然が豊かで環境に配慮するまち。  

地球温暖化対策やエネルギー対策として、引き続き、自転車の安全な乗り方教室

の開催やレンタサイクル事業の支援をし、環境にやさしい自転車利用の推進を図り

ます。エネルギー対策としては、新たに、水に恵まれた地理的条件を活用した小水

力発電装置の設置に向け実施設計を行います。その他、省エネ、蓄エネ、創エネの

普及のため、住宅用太陽光発電設備の設置工事費に対し補助を行います。  

ごみの減量化、再資源化の推進については、剪定枝などの再資源化を進めるため、

開成町グリーンリサイクルセンターの熟成槽整備工事を実施し利用促進を図りま

す。その他、引き続き生ごみ処理器購入費用の助成も行います。  

環境美化事業としては、清潔で美しいまちづくりのために、町民、自治会、企業

などと連携して、地域の環境美化運動として引き続きかいせいクリーンデーを実施

いたします。 

第６章、都市の機能と景観が調和するまち。  

良好な環境と安全で快適な新市街地を形成するため、南部地区では組合施行によ

る土地区画整理事業が進められております。「（仮称）酒匂川２号橋」や都市計画

道路「山北開成小田原線」の供用開始が予定されていることから、区画整理事業へ
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の支援のほか、接続する道路等の整備を行います。また、地域間交流の基盤となる

都市計画道路「和田河原開成大井線」にある源治橋の拡幅工事の調査設計業務を行

います。 

上水道、下水道については、道路整備にあわせて整備を進めます。上水道に関し

ては、道路整備に伴う敷設工事のほか、水道水を安定的に供給できるよう、高台第

１浄水場配水池の耐震診断も実施をいたします。  

公園整備において、町民の集える憩いの場、交流の場として松ノ木河原公園と中

家村公園の二つの公園整備を行います。また、北部地域のあじさい農道については、

引き続きアジサイの植替えや施肥を行い、きれいな花が咲くよう適切に管理をいた

します。 

第７章、個性豊かな産業と文化を育成するまち。  

個性豊かな町の産業を育成することをめざして、農業においては、所得の向上の

ために、農業者が食品加工や流通・販売などの他産業と連動し、新たな産業を創出

するなどの農業の６次産業化に取り組んでいます。開成町に由来のある弥一芋を原

料として焼酎を造るなど、特産物の商品化等の事業展開を行っていきます。新たに、

「開成ブランド創出事業」として、農産物のブランド化や商品化を検討する研究会

等への補助を行います。 

商工業においては、北部地域にあるあじさい農道とあしがり郷瀬戸屋敷を拠点と

して、引き続きあじさい祭を実施いたします。目で見る観光だけではなく、体験農

業などの体験型観光も取り入れ、地元企業と連携しながら、開成町に親しみを持っ

てもらえるようなイベントを実施いたします。また、地域の活性化や地場産業の発

展を図るため、特産品の開発を支援し、特産品開発認定審査会を開催いたします。

特に、北部地域においては、瀬戸屋敷周辺整備検討会を作り、北部資源を最大限有

効活用できるよう検討していきます。  

第８章、効率的な自治体経営を進めるまち。  

厳しい経済情勢の中で限りある行政資源を有効に活用するため、簡素で効率的な

組織の構築など行政改革を進める必要があります。第五次開成町総合計画の開始に

あわせて第五次行政改革大綱を策定し、効率的な行政運営と健全な財政運営の維持

に努めます。また、効率化の観点から役場事務の電子化を進めるとともに、積極的

に広域連携を推進いたします。  

行政機能の充実や災害時の防災拠点機能を維持するという観点からも、拠点とな

る施設の整備が必要であります。建設から約４０年を経過した役場庁舎の建てかえ

を想定し、基金の積み立てを行い、本年度は庁内組織による検討を行います。  

以上、平成２５年度当初予算に盛り込んだ施策の概要について述べました。  

第四次開成町総合計画は、平成１３年度から１２年をかけて進めてまいりました。

その結果、町の人口は増加し、開成南小学校の開校や南部地区土地区画整理事業の

進展など着実に町が発展してきております。この発展をとめることなく未来に向け

たまちづくりを進めていくため、教育環境の整備や区画整理事業に重点的に投資を
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いたしました。 

課題は多く存在しますが、町民が主役という原点に立ち、町民同士の共助を大切

にし、みんなで一つの町をつくっていくという実感がわく取り組みを通じて、将来

の展望を町民の皆さんと共有しながら協働のまちづくりを進めていくことがます

ます重要であると考えております。  

平成２５年度は、第五次開成町総合計画の出発の年です。将来都市像「明るい未

来に向けて人と自然が輝くまち・開成」に向けて、いつまでも住み続けたいと思え

るまちづくりをスタートさせます。これに当たって、町長としては「日本一元気な

開成町」、「日本一きれいな開成町」、「日本一健康な開成町」の三つをキーワー

ドとして掲げ、全職員一丸となってまちづくりに邁進していきます。新年度の施策

を進めるに当たり、議会の皆様には一層のお力添えをいただきますようお願い申し

上げます。 

以上で平成２５年度開成町当初予算案の説明とさせていただきます。よろしくご

審議、お願いいたします。  

 


